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千葉縣′ヽ本州中Eノ 束端 二位 シ束西 二狭 ク南北二長ク速 ク外海二突出シ房線三國 ヨリ成″牛島状

ノ地形 ニシテ之 フ五市、十二郡、三百十六 ケ町村 二分割 シ面積五千六十二方粁餘、東西凡 ソ九十

六粁〈南北凡 ソ百二十六粁 ニシテ共 ノ面積 ノ大 キサ北海道 フ除 キ三府四十三縣中第二十七位二居

り戸口′ヽ昭和十年十 月一 日現在世洲卜数二十九萬三千九百四十一、人口′ヽ昭和十五年十月一日現在

百五十八萬八千四百二十五人 ヲ算 シ人ロノ密度′ヽ一方粁 二付現在人口三百十四人二営 ンリ

地勢′ヽ安房、上線 ノニ國′`概 シテ山地多ク特 二房組 ノ園境 二′`鋸、富、伊豫、高塚、愛宕、清澄

鹿野、鬼 7日 等 ノ高 Jl争崚嶺婉帷敷里二連亙 シ手坦 ノ地 フ見 /コ ト稀ナ ン.ト モ′F久里、三島、加茂、

夷隅、小櫃、小糸、湊 、一 ノ官、養老等 ノ諸川′ヽ山丘起伏 ノ問 フ縫 ヒ内湾及 ヒ大手洋 二注クフ以

え大二運輸濯レ 便 フ助 ケ地味亦肥沃ナ リ、下線十郡市ハオ:;〔 ネ不地ニシテ西北 ′ヽ一帯 二沃田噴野

相連 ソ、印籐、手賀、栗山、鹿島等 ノ大小湖川各所 二散布 シ東南 ノ`手地ノ間丘陵 ノ起titス ″アリ

特 二利根、江戸 ノニ大川東北西 ノ三面 フ田続 シ茨城、埼玉ノニ縣及 ヒ東京府 トノ境界 フ篤セ リ

又東京彎及 ヒ太平洋 二面ス″滑岸線 ノ長サ三百六十三粁餘二亘 り房線 ノ海濱 ´ヽ屈曲多ク大小ノ島
‐

嶼共 ノ間二黙在 シテ天然 ノ景勝 二富 ミ港彎、漁場到″所 二碁布星列セ リ而 モ温潮′ヽ近岸 フ洗 亡水

族 ノ群水常 二絶 エス、陸 二大小 ノ湖川二魚族 ノ棲育セナ/ナ ク漁扮ノ利賞二北海道二亜 ケリ

氣候´ヽ概 ンテ温和ナ ントモ共 ノ最 モ高温ナ/´ 安ヽ房郡地方 ニシテ毎平均撮氏十五度 (華氏五十九

度)フ 越工最 モ低温ナノン′、印籐郡地方ニシテ撮氏十四度 (ヨ11氏五十七度)程度 ナ リ叉最高氣温ノ年

平均″ヽ滑岸部及 ヒ下線 ノ中央部 二低 ク撮氏十九度(華氏六十六度 )共 ノ他 ノ地方二高ク撮氏二十度

(華氏六十八度)程度最低氣温ノ2F均 ′ヽ安房郡地方及 ヒ滑岸部 二高ク房南地方 ノ如 キ´ヽ撮氏十二度

(華氏五十四度 )フ 越工之 二反シ印格郡地方及 ヒ縣最北画部 二低 ク撮氏九度(華氏四十八度 )内外ナ
l

り而 シテ聾夜寒暖 ノ差及夏各氣 iI駐 ノ差′ヽ・滑岸部特二東海岸 二少ク内陸二入リソニ随 ヒ多クナンリ

交通機 囲ノ現況
|′

陸ヽ 二國有鐵道線武本線 フ始 メ トシ房線循環、東金、常磐、成田、久留里、木原

子、成田、九十九里鐵道 ノ諸線 フ有 シ鐵道縦横 二貫通 シ

成田銭道及 ヒ京成電車軌道 フ有 シ共 ノ軌道延長六十三粁

餘米、縣道三百十路線二百七十六萬千餘米 フ有 シ縣下到

内弯、外海及 ヒ利根江戸ノニノll、 霞浦ノ間 二定期汽船 日

ノ各支線地方鐵道線武、小湊、流山、銚

内線路延長六百六十二粁餘二達 ン別 ニ

餘二達 セ リ、道路′ヽ四有四路線六萬三千

車馬 ノ便開 ケナノンノ`ナク又水路 二′`

運行 シ水陸連絡交通 ノ便備′ヽ ンソ

本縣 ノ地形′ヽ西南 二膨済タノン太洋 フ擁 ィテ本州 ノ中肛 フ掘 シ、一面京濱 ノ大都合二接続 ンテ

物 ノ分配上極 メテ好位置フ占得スノンノ ミナラス氣候瓜土亦各種 ノ産出二適應 シ昭和十五年 ニ

ノン生産線額 ′ヽ五億三千九百九十五萬餘 |」 ノ亘額 二達セ リ
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